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   なぜ、実在しない「松崎駅」が
   「桃鉄」に存在するのか？ 
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な
ぜ
、
実
在
し
な
い

「
松
崎
駅
」
が

「
桃
鉄
」
に
存
在
す
る
の
か
？

　

な
ぜ
、
実
在
し
な
い

「
松
崎
駅
」
が

「
桃
鉄
」
に
存
在
す
る
の
か
？

桃
鉄
「
松
崎
駅
」
に
つ
い
て

コ
ナ
ミ
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

▲来町当時のさくまあ
きらさんの公式日記も
ぜひご覧ください。

▲こちらが桃鉄「松崎駅」

▲なじみのある ?! 桃鉄「松崎駅」の物件

　

全
国
の
町
や
名
所
を
巡
る
人

気
ゲ
ー
ム
「
桃
太
郎
電
鉄
」
シ

リ
ー
ズ
。
略
し
て
「
桃
鉄
」
。

こ
の
国
民
的
ゲ
ー
ム
の
中
に

「
松
崎
駅
」
が
存
在
す
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

町
長
が
町
民
の
方
に
、
桃
鉄

「
松
崎
駅
」
の
こ
と
を
伺
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
思

い
切
っ
て（
株
）コ
ナ
ミ
デ
ジ
タ

ル
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
さ
ま

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
丁

寧
に
、
桃
鉄
「
松
崎
駅
」
誕
生
秘

話
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
松
崎
町
が

誇
る
鏝
絵
文
化
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
「
桃
鉄
」
の
作

者
で
あ
る
、
さ
く
ま
あ
き
ら
さ

ん
が
、
学
生
時
代
に
松
崎
町
を

訪
れ
た
思
い
出
を
た
ど
り
、
２

０
０
５
年
に
再
度
、
町
を
訪
問

し
た
際
に
抱
い
た
感
動
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

さ
く
ま
あ
き
ら
さ
ん
が
、
松

崎
町
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
学

生
時
代
の
こ
と
で
し
た
。
当

時
、
友
人
た
ち
と
旅
を
す
る
中

で
立
ち
寄
っ
た
松
崎
町
。
そ
の

際
に
目
に
し
た
「
鏝
絵
」
の
美

し
さ
や
、
独
特
の
町
並
み
に
感

銘
を
受
け
、
松
崎
町
で
の
体
験

は
、
心
に
残
る
記
憶
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
作
家
と
し

学
生
時
代
の
思
い
出
と

松
崎
町
再
訪
で
の
感
動

て
大
成
功
し
、
桃
鉄
の
取
材
で

全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
た
頃
、

学
生
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出

を
た
ど
る
よ
う
に
、
再
び
松
崎

町
を
訪
問
。
ま
ず
、
足
を
運
ん

だ
の
が
、
鏝
絵
の
名
工
・
入
江

長
八
の
傑
作
が
並
ぶ
伊
豆
の
長

八
美
術
館
で
し
た
。

　

美
術
館
に
入
っ
た
さ
く
ま
さ

ん
は
、
長
八
が
鏝
と
漆
喰
で
描

い
た
繊
細
で
立
体
感
の
あ
る
作

品
群
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
長
八
記
念
館
の
天
井
に
描

か
れ
た
長
八
の
代
表
作
「
雲

龍
」
の
見
事
さ
に
衝
撃
を
受
け

「
絶
対
、
素
晴
ら
し
い
！ 

こ
れ

は
見
な
い
と
、
一
生
の
損
だ
！ 

日
本
を
、こ
の
松
崎
町
を
、き
っ

と
好
き
に
な
れ
る
よ
！
」
と
、

当
時
の
日
記
に
コ
メ
ン
ト
を
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
桜
葉
の
塩
漬
け
や
、

町
の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
優
し
く

迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
、

大
変
印
象
深
く
、
さ
く
ま
さ
ん

は
「
松
崎
駅
」
を
桃
鉄
に
登
場

さ
せ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
桃
鉄
「
松
崎
駅
」
が

誕
生
。
最
新
版
「
桃
太
郎
電
鉄 

～
昭
和 

平
成 

令
和
も
定
番
！

～
」
で
も
「
松
崎
駅
」
は
健
在

で
す
。

松
崎
町
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
す
る
桃
鉄
「
松
崎
駅
」

　

松
崎
町
が
守
っ
て
き
た
伝
統

文
化
と
観
光
へ
の
長
年
に
わ
た

る
取
り
組
み
は
、
私
た
ち
が
気

付
か
ぬ
間
に
、
日
本
一
の
ゲ
ー

ム
作
家
の
心
に
届
き
「
桃
鉄
」

の
中
に
「
松
崎
駅
」
と
い
う
架

空
の
駅
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。こ
こ
に
は
「
松

崎
町
の
素
晴
ら
し
い
文
化
や
伝

統
を
全
国
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
さ
く
ま
さ
ん
の
強

い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
。
最
近
、

長
八
作
品
を
見
ま
し
た
か
？

　

さ
く
ま
あ
き
ら
さ
ん
も
絶
賛

し
た
、
わ
が
町
の
名
工
・
入
江

長
八
の
鏝
絵
を
改
め
て
見
に

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２)

３
９
６
４

© さくまあきら　©Konami Digital Entertainment
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【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

役
場
窓
口
で

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

　
　

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ

び
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

電
子
証
明
書
に
は
有
効
期
限
が

あ
り
ま
す
。
有
効
期
限
が
切
れ

る
約
３
カ
月
前
に
、
国
の
機
関

か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
方
法

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
更
新

　

通
知
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申

請
書
を
使
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン(

二
次
元
コ
ー
ド
読
み

込
み)

・
郵
送
・
役
場
の
い
ず
れ

か
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
電
子
証
明
書
更
新

　

役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
手
続
き
の
際
は
、

カ
ー
ド
受
取
時
に
設
定
し
た
暗

証
番
号
が
必
要
で
す
（
暗
証
番

号
が
不
明
な
場
合
は
再
設
定
で

き
ま
す
）
。

　

町
で
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
令
和
７
年
３
月
３
日
か

ら
、
役
場
１
階
窓
口
税
務
課
の

窓
口
で
住
民
票
、
戸
籍
、
印
鑑
・

税
証
明
書
な
ど
の
各
種
手
数
料

の
お
支
払
い
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
・
二
次

元
コ
ー
ド
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
金
と
の
併
用
払
い
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

※
役
場
で
の
チ
ャ
ー
ジ
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
１
回

　

払
い
と
な
り
ま
す
。

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
後
の

　

返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
役
場
窓
口
で
の
税
、
保
険
料

　

な
ど
の
支
払
い
は
現
金
の
み
。

クレジットカード 電子マネー 二次元コード決済

　Ｖｉｓａ、 Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄ

　ＪＣＢ、 DinersClub

　Ａｍｅｒｉｃａｎ Eｘｐｒｅｓｓ

　WAON

　nanaco

　PayPay、 楽天ペイ

　ｄ払い、 au PAY

　メルペイ

利用できるキャッシュレス決済の種類（順次取り扱いを開始します）

※
更
新
手
続
き
を
行
わ
な
い
と

　

マ
イ
ナ
保
険
証
・
コ
ン
ビ
ニ

　

交
付
な
ど
が
利
用
で
き
な
く

　

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

 

〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
〟

 

住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
が

 

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
で
、
住
民
票
の
写

し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取
得

で
き
ま
す
。

取
得
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し　

・
印
鑑
登
録
証
明
書

各
１
通　

２
０
０
円

利
用
可
能
時
間

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

必
要
な
も
の

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

・
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

・
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

利
用
で
き
る
店
舗

全
国
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
な
ど

 

戸
籍
証
明
書
の 

 
 
 
 
 
 
 

広
域
交
付
に
つ
い
て

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

 

電
子
証
明
書
の
更
新
に
つ
い
て 

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
３
月
か
ら
、
本
籍
地

以
外
の
市
区
町
村
窓
口
で
戸
籍

証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

本
籍
地
が
松
崎
町
に
な
い
方

で
も
、
役
場
窓
口
で
ま
と
め
て

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

取
得
で
き
る
証
明
書

戸
籍
証
明
書
・
除
籍
証
明
書

※
一
部
ま
た
は
個
人
事
項
証
明

　

書
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
な
も
の

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

　

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

　

（
運
転
免
許
証
な
ど)

請
求
で
き
る
人

・
本
人

・
夫
ま
た
は
妻
（
配
偶
者
）

・
父
母
、
祖
父
母
な
ど
（
直
系
尊
属
）

・
子
、
孫
な
ど
（
直
系
卑
属
）

※
父
母
の
戸
籍
か
ら
除
籍
し
た

　

兄
弟
姉
妹
の
証
明
書
な
ど
は

　

請
求
で
き
ま
せ
ん
。
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春
が
近
づ
き
、
転
勤
や
進
学

な
ど
に
よ
る
引
っ
越
し
が
多
い

季
節
に
な
り
ま
す
が
、
粗
大
ご

み
や
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対

象
製
品
な
ど
は
、
処
分
方
法
を

確
認
し
、
正
し
く
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

 

資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め

正
し
く
分
別
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

○
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

　

可
燃
ご
み
は
週
２
回
、
地
区

ご
と
の
指
定
日
に
収
集
し
て
い

ま
す
。

　

集
積
場
所
へ
は
、
必
ず
町
の

指
定
袋
に
入
れ
、
名
前
を
書
い

て
、
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時

15
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
集
員
が
怪
我
を
し

た
り
、
焼
却
炉
の
故
障
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
可
燃
ご
み

以
外
は
、
指
定
袋
に
絶
対
に
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

引
っ
越
し
の
際
は

 

水
道
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

水
道
の
使
用
開
始
や
使
用
中

止
、
名
義
な
ど
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
手
続
き
が
さ
れ
な
い
と
、

前
使
用
者
と
の
間
で
水
道
料
金

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

○
転
出
（
転
居
）
す
る
と
き

　

使
用
中
止
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
中
止
の
手
続
き

が
さ
れ
な
い
と
、
た
と
え
水
道

を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
基

本
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
転
入
す
る
と
き

　

使
用
開
始
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
た
と
え
水
道
が

使
え
る
場
合
で
も
手
続
き
を
さ

れ
な
い
と
、
使
用
者
と
使
用
開

始
日
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、

必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
開
始
日
・
中
止
日
が
休
日
や

　

祝
日
の
場
合
、
事
前
に
ご
連

　

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
の
温
泉
、
集
落
排
水
を
使

　

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
水
道

　

と
同
様
に
手
続
き
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

    　　

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　

    　
　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

○
分
別
ご
み
に
つ
い
て

　

分
別
ご
み
は
、
毎
月
２
回
収

集
し
て
い
ま
す
。
粗
大
ご
み
は
、

毎
月
１
回
目
の
分
別
収
集
日
に
、

植
物
性
廃
食
油
は
、
２
回
目
の

分
別
収
集
日
に
収
集
し
て
い
ま

す
。

　

家
具
な
ど
の
粗
大
ご
み
は
、

あ
ら
か
じ
め
不
要
に
な
る
も
の

を
調
べ
て
お
き
、
引
っ
越
し
前

に
計
画
的
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
町
で
は
処
分
で
き
な
い
ご
み

　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
（
冷
凍
庫
）、
洗
濯
機
な
ど
の

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
製

品
や
、
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
対
象
製
品
は
、
購
入

元
の
小
売
店
な
ど
に
処
分
方
法

を
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
、
町
で
は
処
分
で
き

な
い
ご
み
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、

問
合
せ
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲ごみの出し方分け方の
　詳細は町ホームページ
  まで

○
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ

　

直
接
持
込
む
場
合

　

決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
、

ご
み
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
や
、
た
く
さ
ん
の
ご
み
を

出
し
た
い
場
合
は
、
ク
リ
ー
ン

ピ
ア
松
崎
へ
直
接
持
ち
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
持
ち
込
む
と
き
に
も
、

可
燃
ご
み
は
町
指
定
の
ご
み
袋

に
必
ず
名
前
を
書
い
て
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

　

可
燃
ご
み
の
持
ち
込
み
は
無

料
で
す
が
、
そ
の
他
の
分
別
ご

み
（
粗
大
ご
み
な
ど
）
は
、
持

ち
込
む
重
さ
が
１
０
０
㌔
（
㌘
）

を
超
え
る
と
き
は
料
金
を
い
た

だ
き
ま
す
。

【クリーンピア松崎持ち込み受付時間】

　平　　　　 日　８ ： ３０～１６ ： ３０

　土曜 ・ 祝日　８ ： ３０～１１ ： ３０

【問合せ】

　クリーンピア松崎 　（４５） ０６０２

  　     生活環境課 　（４２） ３９６９

４月から水道料金を改定（44％値上げ）します

　水道事業は
　みなさまにお支払いいただく
　水道料金で成り立っています
　ご理解とご協力をお願いいたします

料金改定の詳細は
右の二次元コードよ
り町ホームページを
ご覧ください

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９
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～下田消防本部からのお知らせ～

住宅用火災警報器を設置しよう！点検しよう！

　消防法改正により、すべての一般住宅に設置することが義務づけられてから 10 年以上が経過

しました。下田消防本部としましては、住宅用火災警報器の作動確認の実施など適切な維持管理

をお願いしているところです。 また、住宅用火災警報器が未設置のご家庭は、大切な家族やご自

身の生命と財産を守るためにも早期に設置しましょう。

（全国平均 84.5％　静岡県平均 85.8％　下田消防管内 75.9％：令和６年６月時点）

【住宅用火災警報器の設置場所・取付位置・警報器の種類】
●寝室として使用する部屋　　　　

●寝室が２階以上にある場合は、その階の階段上部

※寝室および階段には煙を感知するタイプの警報器の設置が必要です。

　市販されている感知器はほとんどのものが電池式のタイプで簡単に設置することができます。

●住宅用火災警報器は、電気店、ホームセンターなどで販売しています。

●取付けが義務付けられている所

●取付けをおすすめする所

各市町の住宅用火災警報器アンケート調査を実施します。

下記の二次元コードまたは URL で簡単に回答できますので、皆さまのご協力をお願いします。

（調査期間：令和 7 年３月３１日まで）

住宅用火災警報器のアンケート調査にご協力ください

https://logoform.jp/form/NKUD/213210

 ▲二次元コード

【問合せ】　下田消防本部予防課（22）1849

▲住宅用火災警報器アンケート調査の URL

火災警報器の中心を
壁から60㎝以上
離します。

換気扇やエアコンの
吹き出し口から
1.5m以上
離します。

火災警報器の
中心を梁から
60㎝以上
離します。

天井から15〜 50㎝
以内に火災警報器の
中心がくるように
取り付けます。
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療
費
の
一
部
負
担
金
と
合
わ
せ

て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
先
発
医
薬
品
の
価

格
が
１
錠
１
０
０
円
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
価
格
が
１
錠

60
円
の
場
合
、
差
額
40
円
の
４

分
の
１
で
あ
る
10
円
を
、
通
常

の
１
～
３
割
の
患
者
負
担
と
は

別
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
先
発
医
薬
品
を
処

方･

調
剤
す
る
医
療
上
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や

流
通
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
医

療
機
関
や
薬
局
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
在
庫
が
な
い
場
合

な
ど
に
は
「
特
別
の
料
金
」
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）
と
は
、
先
発
医
薬

品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た

後
に
、
先
発
医
薬
品
と
有
効
成

分
が
同
じ
で
、
同
じ
よ
う
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
薬
で
す
。

　

特
許
期
間
は
開
発
メ
ー
カ
ー

が
独
占
的
に
製
造
で
き
ま
す
が
、

特
許
期
間
が
過
ぎ
る
と
、
他
の

メ
ー
カ
ー
も
同
じ
成
分
の
薬
を

製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
発
費
用
が
か
か
ら
な
い
分
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
発

医
薬
品
よ
り
低
価
格
と
な
り
ま

す
（
全
て
の
先
発
医
薬
品
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
）
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

推
奨

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
普

及
し
医
療
費
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
、

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
あ
る
皆
さ

ま
の
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己

負
担
も
節
減
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
で
負
担
す
る

医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と

は
、
そ
れ
に
必
要
な
国
民
健
康

保
険
税
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ
は
、
処
方
さ
れ

た
医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
ど

の
程
度
薬
代
が
削
減
で
き
る
か

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
６
年
12
月
診
療
分
に
つ

い
て
作
成
し
た
も
の
を
、
３
月

中
旬
頃
に
対
象
の
方
へ
発
送
し

ま
す
。こ
の
お
知
ら
せ
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
を

強
要
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

医
薬
品
自
己
負
担
の
新
た

な
仕
組
み

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
薬
で
、

先
発
医
薬
品
の
処
方
を
希
望
す

る
場
合
は
「
特
別
の
料
金
」
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

　

「
特
別
の
料
金
」
と
は
、
先

発
医
薬
品
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
薬
価
の
差
額
の
４
分
の

１
相
当
の
料
金
の
こ
と
で
、
診

 ▲厚生労働省
   ホームページ
　 二次元コード

患者
負担

保険給付

保険給付

患者負担

保険給付
患者
負担

特別の
料金

先発医薬品と

後発医薬品の価格差

 

 
患者負担の総額

価格差の４分の１相当

先発医薬品
※令和６年 10 月以降、
　医療上の必要性がある場合

後発医薬品

先発医薬品
※令和６年 10 月以降、
　患者が希望する場合

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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２
月
４
日
、
深
澤
町
長
は
深

澤
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て
い
る
施

設
を
訪
問
し
、
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

深
澤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
受
け
た
深
澤
さ
ん
は
「
あ

り
が
と
う
」
と
答
え
、
涙
を
流

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
、
三
食

し
っ
か
り
食
べ
、
笑
う
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

深
澤  
う
め
代 

さ
ん

（
宮
内
）

　

（
大
正
14
年
２
月
４
日
生
）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

▲１００歳を迎えた深澤さん

　

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

は
、

４
月
１
日
現
在
で
、
原
動
機
付

自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型
特

殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手

続
き
が
３
月
31
日
を
過
ぎ
て
し

ま
う
と
、
１
年
分
の
税
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
と
、
毎
年
課
税
さ
れ
る

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
り

ま
す
。
手
続
き
は
３
月
31
日

（
月
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

《
こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を
》

　

以
下
の
よ
う
な
場
合
、
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
下
表

の
各
届
出
先
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

● 

所
有
者
が
町
外
へ
引
っ
越
し

を
す
る
場
合
は
、
住
所
変
更

な
ど
の
手
続
き

●
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、

　

名
義
変
更･

廃
車
な
ど
の
手

　

続
き　

●
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警

　

察
に
盗
難
届
を
出
し
て
、
廃

　

車
の
手
続
き(

盗
難
届
を
出

　

し
た
だ
け
で
は
課
税
さ
れ
続

　

け
ま
す)

●
解
体
処
理
業
者
な
ど
に
解
体

　

を
依
頼
し
た
場
合
は
、
ナ
ン

　

バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
車
検
証
な

　

ど
を
回
収
し
、
廃
車
の
手
続

　

き
●
知
人
な
ど
か
ら
譲
っ
て
も
ら

　

っ
た
、
知
人
な
ど
へ
譲
っ
た

　

場
合
は
、
名
義
変
更
の
手
続

　

き
●
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、
ま

　

た
は
１
２
５
ｃ
ｃ
を
超
え
る

　

二
輪
車
を
県
外
で
廃
車
し
た

　

り
、
住
所
変
更
、
名
義
変
更

　

な
ど
の
登
録
変
更
し
た
場
合

　

は
、
所
定
の
手
続
き
に
加
え
、

　

町
へ
の
税
止
め
の
手
続
き

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

 

軽 

自 

動 

車 

の 

手 

続 

は 

お 

早 

め 

に

軽自動車の種類 届出場所 ・ 問合せ先

・ １２５ｃｃ以下の原動機付自転車
・ 特定小型原動機付自転車
・ 小型特殊自動車
・ 50 ｃｃ以下のミニカー

松崎町役場窓口税務課　（TEL ： ４２－３９６８）

・ １２５ｃｃ～２５０ｃｃ以下の軽二輪車
・ ２５０ｃｃを超える二輪の小型自動車

静岡運輸支局沼津自動車検査登録事務所
（TEL ： ０５０－５５４０－２０５１）

・ 軽自動車 （軽三輪 ・ 軽四輪）
軽自動車検査協会静岡事務所沼津支所
（TEL ： ０５０－３８１６－１７７８）

１
０
０
歳
の
お
祝
い

 

岩
科
財
産
区
議
会
の

 　

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
う
岩
科
財
産

区
議
会
議
員
選
挙
が
２
月
11
日

に
告
示
さ
れ
、
無
投
票
で
新
し

い
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
７
年
２
月
26
日

か
ら
令
和
11
年
２
月
25
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

地　区 氏　名 地区 氏　名

八木山 土屋　友明 道部 山本　秀樹

峰 佐藤　作行 岩地 齋藤　昌和

金沢 金刺　英夫 石部 髙橋　貢誠

野田 佐藤　和彦 雲見 土屋　嘉克

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３
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エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

163kcal 11.5g 10.2g 8.4g 0.7g

（１食当たり）

甘だれチーズとりつくね

－　材 料（４人前）－

木綿豆腐・・・1 ／ 2 丁（１７５g）　　　　　　

鶏ひき肉・・・・・・・130g

れんこん・・・・・・・ 80g

スライスチーズ・・・・・２枚

サラダ油・・・・・・・小２弱

【Ａ】

水・・・・・・・・・・80ml

しょうゆ・・・・・・・小２弱

砂糖・・・・・・・大１と小１

【付け合わせ】

ミニトマト・・・・・・・４個

サニーレタス・・・・・・４枚

－　作り方　－

①豆腐をキッチンペーパーに包み水気を取る。れんこん

　は皮をむき、すりおろしておく。

②鶏ひき肉と①をボウルに入れ、よくこねる。

③スライスチーズを４等分にしておく。

④つくねを８等分にし、真ん中にチーズを入れ、丸めて

　成形する。

⑤フライパンに油を熱し、つくねを並べ中に火が通るま

　で焼く。

⑥焼けたらつくねを取り出し【Ａ】を入れて加熱し、つ

　くねを戻してからめる。

⑦お皿につくねを並べ、レタス、トマトを添える。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.55

町 

長 

コ 

ラ 

ム 　

第
39
回

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
3939
回回

ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

今
年
１
月
に
、ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
第
47
代
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
に
返

り
咲
き
ま
し
た
。
「
独
裁
者
」

に
な
る
と
公
言
し
て
は
ば
か

ら
ず
「
米
国
第
一
」
の
た
め

な
ら
友
好
国
で
あ
っ
て
も
力

で
ね
じ
伏
せ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
か
つ
て
類
を
見
な
い

ほ
ど
続
々
と
大
統
領
令
に
署

名
し
、
温
暖
化
対
策
の
パ
リ

協
定
か
ら
離
脱
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

へ
も
離
脱
を
ち
ら
つ
か
せ
、

米
国
が
優
位
に
な
る
よ
う
な

交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。
独

裁
的
、
自
己
中
心
的
な
考
え

が
、
何
を
も
た
ら
す
か
は
歴

史
が
証
明
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
潮
流
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

持
続
可
能
な
未
来
の
た
め

に
、
今
、
や
る
べ
き
こ
と
を

自
分
た
ち
一
人
一
人
が
行
動

に
移
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
昨
今
の
災
害
の
大

規
模
化
の
原
因
で
あ
る
地
球

温
暖
化
対
策
も
、
日
本
が
直

面
し
て
い
る
世
界
で
も
類
を

見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
、
そ
の
対
策
と
し
て
の
多

様
性
社
会
（
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
異
な
る
背
景
や
能
力

を
持
ち
、
互
い
に
尊
重
し
、

共
存
す
る
社
会
）
も
、
待
っ

た
な
し
の
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

人
の
つ
な
が
り
や
寄
り
添
い

支
え
合
う
こ
と
の
価
値
の
評

価
が
見
直
さ
れ
、
松
崎
町
が

そ
の
ト
ッ
プ
を
走
る
町
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

－ここがポイント－

★タンパク質豊富で栄養バランスのよいレシピです。

★れんこんから水が出るので、たねをまぜるとき、堅さを

　見ながら水気を調整してください。



 My Town Topics～まちのできごと～

　１月中旬から那賀川の河口付近で、冬の味覚とし
て親しまれる「川のり」の収穫が行われました。
　川のりは、スジアオノリと呼ばれるアオノリの一
種で、強い西風で水温が下がる厳冬期に、淡水と海
水が混じる河口で育ちます。
　松崎川のり会の鈴木敬司事務局長は「今年は豊漁
で、長いものでは１㍍以上伸びています」と話しま
した。

川のり収穫

　２月６日、スポーツを通じた観光や商業の振興な
どを目的に当町とパートナーシップ協定を締結して
いるアスルクラロスルガ株式会社の高島雄大社長
と、サッカー J３リーグのアスルクラロ沼津に所属
している川又堅碁選手が、シーズン開幕を前に深澤
町長を表敬訪問しました。
　川又選手は「勝負にこだわって J２昇格を目指し
たい」と新シーズンへの抱負を語りました。

　２月２日、伊那下神社で節分祭－鬼やらひ－が行
われました。神事では、森宮司の祝詞奏上に続いて
関係者が玉串をささげた後「福は内、鬼は外」の掛
け声に合わせて、集まった方たちが拝殿に向かって
豆をまき、１年間の健康を祈願しました。
　今年は餅まきも行われ、参加した方々は、一つで
も多くの餅をとろうと、夢中になって楽しんでいま
した。

　１月 26日、環境改善センター文化ホールで松崎町
ふれあいスポーツ講演会が行われ、講師に、ロンド
ンオリンピック 2012 大会で金メダルを、リオ・デ
ジャネイロオリンピック 2016 大会で銅メダルを獲
得された元柔道日本代表の松本薫さんを迎え「頂の
先へ」と題した講演をしていただきました。
　会場には、松本さんのお話を聞こうと多くの方々
が訪れました。
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松崎町ふれあいスポーツ講演会

伊那下神社節分祭－鬼やらひ－

サッカーＪ３リーグアスルクラロ沼津　川又堅碁選手表敬訪問



町の人口と世帯
（令和７年１月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,638 人 （ー 20 人）

　男　   　2,656 人 （ー 10 人）

　女　　　2,982 人 （ー 10 人）

世帯数　　2,824 戸 （ー  ５ 戸）

転　入　    5 人　転　出　  ９人

出　生　    ０人　死　亡   16 人

戸籍だより

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

大 澤 鈴木　忠平 82 鈴木　和代

江奈３ 井山千穗美 79 黒田　仁実

櫻 田 藤井みゆき 75 藤井　麻由 

中 区 新田　文江 90 新田　徳彦

峰 輪 小笠原洋子 80 小笠原　司

八木山 佐藤　玲子 93 佐藤　公彦

峰 輪 平川キミエ 85 平川美和子

中 村 鈴木きわ子 100 佐藤惠美子

江奈３ 永谷世紀子 91 永 谷　 茂

八木山 加賀　良雄 84 加賀　元康

宮 内 長倉　藤夫 84 長倉　千波

大 澤 中西　岩男 89 中西壽々枝

江奈２ 三枝　愼候 89 三枝ナツ子

小杉原 石田　良子 89 石田　博英

宮 内 長田　𠮷 82 長田千代子

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
無

料
で
あ
り
、
調
査
員
証
を
携

帯
し
た
登
録
調
査
機
関
の
調

査
員
が
点
検
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
点
検
後
に
分

電
盤
工
事
の
勧
誘
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
誘
が
あ
っ

た
場
合
は
、
①
ど
の
よ
う
な

根
拠
に
基
づ
い
て
点
検
を
す

る
の
か
確
認
す
る
、
②
ど
の

よ
う
な
立
場
の
者
な
の
か
確

認
す
る
、
③
す
ぐ
に
契
約
を

し
な
い
な
ど
の
対
応
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。

　

も
し
も
、ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ

(

文
と
絵)

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

 
 

「
分
電
盤
の
点
検
商
法
に
注
意
！
」

松松  

崎崎  

文文  

芸芸

春
近
し
旅
行ゆ

く
先
の
美
術
館 

　
　 

 

清
水
　
高
子

三
人
の
席
横
並
び
春
ご
こ
ち
　
　 

　  

小
林
　
一
郎

耳
元
の
猫
の
寝
息
や
春
の
夜  

　
　 

　
深
澤
　
順
子

待
ち
遠
や
孫
同
伴
の
春
旅
行     

　 

　 

山
本
　
一
詞

雪
柳
ざ
わ
ざ
わ
舞
ひ
て
季
節
脱
ぐ
　  

　  

渋
谷
み
ど
り
　
　
　
　  

　    

先
の
こ
と
思
い
巡
ら
す
老
の
春   

鈴
木
　
　
基

空
晴
れ
て
残
雪
富
士
の
駿
河
湾
　  

　 

　   

松
田
美
智
子

春
汐
を
上
り
て
囲
む
焚
火
海
女
　
　 

　
　
石
田
　
　
宏

裏
山
に
秘
密
基
地
あ
り
子
等
の
春    

　 

夏
目
　
和
子

初
春
の
富
士
改
め
て
雄
大
に
　
　 

　  

土
屋
規
矩
子

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

俳 

句-

ス
ト
ッ
プ
！

ス
ト
ッ
プ
！
悪
質
商
法
被
害 

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に　

 

〜 
 
 
 
 
 
 
 

（１月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
五
年
三
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
三
　
〇
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
山
本
印
刷

108

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四��

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

　

近
年
、
突
然
、
電
力
会
社

の
委
託
を
受
け
た
業
者
で
あ

る
な
ど
と
名
乗
っ
て
「
分
電

盤
の
点
検
を
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
電
話
を
か
け
て
、
自
宅
を

訪
問
し
「
分
電
盤
が
古
い
の

で
漏
電
し
、
火
災
に
な
る
危

険
が
あ
る
」
な
ど
と
告
げ
て
、

不
安
を
あ
お
り
、
分
電
盤
の

交
換
工
事
の
勧
誘
を
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
、
高
齢
者
を
中
心

と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
よ

う
で
す
。

　

分
電
盤
に
つ
い
て
は
、
法

律
に
基
づ
き
電
力
会
社
に
４

年
に
１
回
の
法
定
点
検
が
義
務

お 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
費
者

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　令和７年１月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　０件　（－１）

　物損事故　　   ６件　（－８）

　死　　者　　   ０人　（±０）

　傷　　者　　   ０人　（－１）

町 の 交 通 事 故


